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NO./ う 


最長 伺 痛 記録 を 運 成 し た 「 ク ー キ ー」 


マン ポ ウ は フグ の 仲間 で 、 全長 3m、 体 重 2t 以 上 に な り 、 


世界 一 重い 硬骨 魚類 と いわ れ て いま す 。 マン ボウ の 飼育 の 
歴史 は 比較 的 古く 、 1919 年 に は アメ リカ の ニュ ー ヨ ー ク 
水族 館 で 、 また 、 日 本 で は 1957 年 に 京 大 白浜 水族 館 で 飼 
育 さ れ て いま す が 、 ど ちら も 短期 間 で 終わ っ て いま す 。 嶋 
川 シ ー ワ ー ル ド で は 1971 年 に 飼育 を 開始 し まし た 。 ここ 
で は 、 当館 で の マン ボウ の 飼育 と その 工夫 、 調査 研究 に つ 
いて 紹介 いた し ます 。 


人 鴨川 沖 で 搬 殖 され た 世界 一 陳 い と いわ れ て いる マン ボウ 
(1996 年 8 月 、 メ ス 、 全 長 272cm、 体 重 2.3t) 


飼 育 と 工夫 

マン ボウ は 飼育 が 難し く 、 か つて は 長期 飼育 が 困難 と い 
われ て いた 魚 で す 。 周年 飼育 が 可能 に な っ た の は 1979 征 
の こと で 、 こ れ ま で の 最長 記録 は 1990 年 に 当館 の 「 ク ー 


キー」 が 達成 し た 2.993 日 で す 。 2006 年 に 行っ た マン ボ 
ウ の 飼育 状況 の 調査 で は 、 日 本 の 水族 館 で 1 年 以上 生き た 
マン ボウ は 116 尾 いて 、 そ の うち 3 年 以上 生き た の は 15 尾 
も いま し た 。 


飼育 記録 が 飛 忠 的 に 向上 し た 1980 年 代 の 報告 を 見 る と 、 


長期 飼育 の 秘訣 は 、 採集 ・ 輸 送 方 法 の 改善 、 衝突 防止 用 フ 
ェ ン ス の 開発 、 エサ と 与え 方 、 水質 管理 が あげ られ て いま 
す 。 と り わ け 重 要 な の が 衝突 防止 用 フェ ンス の 開発 で 、 こ 
れ に より 飼育 日 数 が 飛躍 的 に 向上 し まし た 。 それ まで の 記 
録 を 見 る と 、 マ ン ポ ウ の 大 き な 死 因 の 一 つ に 水槽 砲 へ の 衛 
突 が あげ られ て いま し た 。 マン ボウ は 骨 が 和 柔らか く 、 時 折 、 
短 ス ピー ド で 泳ぐ こと が ある た め 、 水 杜 壁 へ の 衝突 が 致命 
傷 と な っ て いた の で す 。 現在 、 衝突 防止 用 フェ ンス は 欠か 


人 へ 給 醍 1 尾 ず つ 手 か ら 与 える 


せな いも の と な っ て お り 、 各地 の 水族 館 で 使用 され て いま 
す 。 次 に 重要 な の が エサ と 与え 方 で す 。 マン ポ ボウ の 主食 は 


クラ ゲ や ヒカリ ボ ヤ な どの 柔らか い プ ラン クト ン で す が 、 
安定 し て 手 に 入れ る こと が 困難 な た め 、 エビ や 貝 、 イ カ 、・ 


魚の 身 を 代用 食 と し て 与え ます 。 当館 で は エビ の カラ な ど 
が 入ら な いよ うに 注意 し て 、 これ ら を ミキ サー で 練っ た エ 
サ を 手 か ら 与 えて いま す 。 飼育 個体 の 全長 を 測定 し 、 給餌 
量 や や 投薬 量 を 算出 し て 、 個 体 の 健康 状態 を 加味 し て 給餌 
を 行っ て いま す 。 


罰 調 査 研究 

マン ボウ は 大 型 で サン プル の 入手 や 取り 扱い が 難し い 
た め 研 究 が 遅れ 、 分 類 や や 生態 な ど 不 明 な 点 が 多く 残さ れ て 
いま す 。 嶋 川 シー ワー ルド で は 、 これ まで 培っ て きた 飼育 
技術 や 知識 を 活用 し 、 マン ボウ の 基礎 的 な 研究 を 進め て 
米 ま し た 。 


① 和 染色体 の 研究 : 染色 体 は 様々 な 痢 伝 子 が まとまっ た 入れ 
物 の よう な も の で 、 私 た ち も 細 胞 の 桜の 中 に 46 本 の 人 染色体 
を 持っ て いま す 。 染色 体 は 親 か ら 子 へ 受け 継が れ て いく た 
め 、 近 縁 な ほど 数 や 形 が 似 て いま す 。 調査 の 結果 、 マン ボ 
ウ は 46 本 の 単純 な 形 を し た 染色体 を も つこ と が わか り ま し 
た が 、 これ まで 近 縁 と きれ て いた ハリ セン ボン の 仲 問 より 
も モン ガラ カワ ハギ の 仲間 に 近い 特徴 を ホ し まし た 。 最近 
DNA の 研究 で も 同じ 結果 が 出 て いま す の で 今後 、 分 類 学 
的 研究 が 発展 する と 思い ます 。 


②@ 成 長 の 研究 : 世界 一 重い こと は 知ら れ て いま す が 、 年 齢 
や 成長 は 全く わか っ て いま せん で し た 。 この 謎 を 解く た め 


に 飼育 個体 の 全長 を 継続 し て 測定 し 、 成長 を 調べ た と ころ 、 


飼育 下 で は 全長 3m に な る の に 約 20 年 か か る こと が わか り 
まし た 。 海 で の 成長 は 今後 の 研究 課題 で す が 、 謎 の 一 端 が 
解明 され まし た 。 


③ 産 卵 期 の 研究 : 3 億 個 の 卵 を 産み 、 世界 一 多 産 の 魚 と い 
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われ て いま す が 、 実は いつ 、 どこ で 、 どの よう に 産卵 する 
の か は 謎 に つつ まれ て いま し た 。 当館 で は 南 房 総 近海 で 採 
れ た マン ボウ の 卵巣 や 精巣 の 状態 を 調べ 、 そ れ を も と に 産 
卵生 態 を 調べ た と ころ 、 産卵 期 が 9 月 頃 で ある こと や 何 回 
か に 分 け て 産卵 する こと な ど が わか っ て きま し た 。 


④ 放 流 調査 : 2001 年 か ら 2006 年 に か け て 、 アメ リカ の モ 
ント レー ベイ 水族 館 な ど と 共同 で 、 人 工 衛星 を 使っ た 標識 
放流 調査 を 行い まし た 。 この 調査 で は 合計 10 尾 の マン ボ 
ウ に 標識 を 付け て 放流 し まし た が 、 この 内 の 1 尾 は 青森 県 
沖 で 捕獲 され 、 詳細 な デー タ が 得 ら れ て いま す 。 この デー 
タ の 解析 か ら 、 表層 と 水深 200m 以 上 の 深海 と を 毎日 行き 
来 し て いる こと や 最深 で 600m 以 上 も 潜る こと 、 日 本 か ら 
あま り 郊 れず に 回 遊 し て いる こと な ど が わか っ て いま す 。 


以前 は 飼育 が 難し いと され て きた マン ボウ も 、 地道 な 工 
夫 を 積み 重ね る こと に よっ て 比較 的 安定 し て 飼え る よう に 
な っ て きま し た 。 また 、 謎 に 包ま れ て いた マン ボウ の 素顔 
も だ ん だ ん 明らか に な っ て き て いま す 。 今後 ちさ ら な る 飼 
育 技術 の 向上 を めざし な が ら 研 究 を 進め 、 マ ン ボ ウ の 謎 に 
迫っ て いき た いと 考え て いま す 。 


(中 坪 俊之 ) 
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4 「 大 きく な っ た で し ょ ?7」 

昨年 の 10 月 13 日 に 誕生 し た 「 ラ ビー」 の 初め て の 子ども 
で ある オス の シャ チ 、 日 本 で 初め て 誕生 し た シャ チ の 3 世 
の 愛称 が 、1 万 通 を 超え る 一 般 公 募 の 中 より 、「 ア ー ス 」 と 
俗名 され まし た 。 豊か な 地球 の よう に 大 きく た くま し く 育 
ち 、 私 た ち に と っ て か けが え の な い 存 在 に な っ て ほし いと 


の 願い を こめ て 「 地 球 」 を 意味 する 「 ア ー ス 」 に な り ま し た 。 
愛称 の 発表 は 、 3 月 7 日 、 た くさ ん の お 客 様 が 見 守る 中 、 


オー シャ ンス タ ジ ア ム で 行わ れ 、 出産 前 に 「 ラ ビー」 の 安 
産 を 祈願 し て いた だ いた 鴨川 天津 神明 宮 の 岡 野宮 司 の 書 
に より 発表 きれ まし た 。 


ーーー ャ ン 


人 へ 体 色 は オレ ンジ 色 か ら クリ ー ム 色 に 変化 し た (6 ヶ月 秋 ) 


「 ラ ビー」 の 子 「 ア ー ス 」 と 命名 


人 細 が 生え そろ っ て きた (7 ヶ月 人 ) 


ーー ューー 


人 「 い っ し ょ に 部 ぼう !」 (7 ヶ月 齢 ) 


「 ア ー ス 」 は 元気 に 育ち 、 エ サ の 魚 も 少し ずつ 食べ 始め 、 


生ま れ た と き は 体長 約 2m、 体重 160kg ほ ど で し た が 、 現 
在 で は 体長 約 2.5m、 体重 約 310kg に な り ま し た 。 ガラ ス 
面 に 近寄り お 客 様 と 遊ぶ こと も し ば し ば 見 られ る よう に な 
り 、 パフ ォ ー マ ンス 中 に は 、 ジ ャ ンプ を 見 せ て くれ る こと 
も あり ます 。 


「 ア ー ス 」 の 成長 を お 楽し み に ! (松尾 みさ き ) 


ムペ ルー ガバ パフォー マン ス 「 ナ ッ ク 」 は 4 つの 言葉 を 聞き わけ て まね が で きる 


鴨川 シー ワー ルド の 4 つの 動物 パフ ォ ー マ ンス が 新しく 
な り ま し た 。 それ ぞ れ の パフ ォ ー マ ンス の 特徴 と 今回 の 見 
所 を ご 紹介 し ます 。 

シャ チ の 愛 快 な 動作 と トレ ー ナ ー と の 友情 が テー マ の シ 
ャ ナチ パフォー マン ス で は 、 BGM が 重要 な 演出 要素 で す 。 
中 で も 情感 あふ れる 場面 に 用 いる 曲 は 、 た くさ ん の 候補 曲 
の 中 か ら 何 度 ち 5 リハーサル を くり 返し 、 最も ふさ わし い 1 曲 
が 選ば れ ま し た 。 


ネイ ルカ パフ ォ ー マ ンス 2 

イル カ 類 の ジャ ンプ の 高 さ と スピ ー デ ィ ー な 動き を 表現 
する イル カ パ フ ォ ー マ ンス で は 、 種目 の 組み 立て が 重要 な 
要素 で す 。 た くさ ん の 種目 の 中 か らい く 通 り も の 組み 合わ 


せ を 考え 、 試行 錯誤 を くり 返し な が ら 種 目 の 構成 を 決定 し 
まし た 。 今回 は 、 さらに この 構成 を も やり 上 げ る BGM の 演出 
に も 工夫 が 加え られ て いま す 。 

イル カ 類 の 水中 適応 能力 を 実験 形式 で 紹介 する ベル ー 
ガ パ フ ォ ー マ ンス の 今年 の テー マ は 「 音 」 。 ベル ー ガ を ア 
シス タン ト に し て “分 か りや すさ " が 一 番 の 課題 で す 。 映 
像 解説 に 工夫 を こら し 、「 音 の 世界 」 を ビジ ュ ア ル に 表現 
し 、 目 と 耳 で 礁 か め る こと の で きる 構成 に 苦心 し まし た 。 
スト ー リ ー 仕 立て で で ほのぼの と し た 笑い を 追求 する アシ 
カ パ フ ォ ー マ ンス は 、 題材 と 展開 が 重要 な ポイ ント で す 。 
「 家 族 』 を メイ ン テ ー マ に し て 、 社会 的 な 話題 性 も 意識 し 
て 考え られ た た くさ ん の 題材 の 中 か ら 、 今回 は 「 健 康 」 を 
テー マ に 、 親子 間 で の ほのぼの と し た 愛 と 笑い が 表現 され 
て いま す 。 

新しく な っ た パフ ォ ー マ ンス を ぜひ ご 覧 くだ さい 。 


ディ ピ 
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ム ア シ カバ パ フォー マン ス 


(小林 夕希 栄 ) 


が ん ば れ 「 マ イジ ロウ 」! 

当館 に や っ て 来 て か ら 27 年 、 6 頭 の 子ども を 残し 、 そ の 
巨体 で お 客 様 を 魅了 し た トド の 「 ノ サ 」 は 、 2007 年 に 推定 
30 歳 で 天寿 を 全う し まし た 。 その 「 ノ サ 」 の 後継 を さがし 
て いた と ころ 、 トド の 飼育 で 有名 な 小樽 水族 館 の ご 協力 を 
得 て 中 年 12 月 に や っ て 来 た の が 、 小樽 水族 館 生 まれ の 
「 マ イジ ロウ 」 で す 。 跡 を 継ぐ と は いっ て も 「 マ イジ ロウ 
は 、 7 月 に 5 歳 に な っ た ば か り 、 年 上 の 5 頭 の メス た ち に 一 
目 置か れる よう に な る に は まだ まだ 時 間 が か か り そ う で す 。 
早く 大 きく な っ て 「 ノ サ 」 の よう な 風格 た だ よう トド に な っ 
て くれ る こと を 期待 し て いま す 。 皆さん も これ か ら の 成長 
を 応援 し て くだ さい 。 が ん ば れ 「 マ イジ ロウ 」! (杉下 館 洋 ) 


アァ ント 3 春 


「 飼 育 の 日 ] に イル カ の レク チャ ー 
全国 の 動物 園 や 水族 館 が 所 属す る ( 社 ) 日 本 動物 園 水族 館 
会 で は 、 4 月 19 目 を 「 飼 育 (4・1・9= ニ し ・ い ・ く ) の 日 」 と す 
る こと と な り 、 各 園 館 で 様々 な イベ ント が 開催 され まし た 。 当 
館 で は 、 お 客 様 を 対象 に 「 イ ルカ の 飼育 に つい て 」 と 題し 、 イ 


ルカ を 飼育 する 上 で 重要 な 飼育 環境 や エサ 、 健 康 管理 な ど 、 


ふだん は お 客 様 が 目 に する こと が で き な い 部 分 に つい て 、 マリ 
ン シ ア ター で レク チャ ー を 行い まし た 。 50 名 ほど の お 客 様 に 


参加 し て いた だ き 、 終 了 後 も た くさ ん の 質問 を お 受け し た り 、 


お 礼 の お 言葉 を いた だ く な ど 、 大 変 好評 を 博 し まし た 。 今後 も 
4 月 19 日 は 、 飼育 関係 者 と お 客 様 を 結ぶ 大 切な 日 に な る こと と 
思い ます 。 (川崎 庶 平 ) 


カマ イル カ 「 キ ララ 」 3 歳 

答 川 シ ー ワ ー ル ド で 初め て 生ま れ た カマ イル カ の 「 キ 
ララ 」 が 5 月 3 日 に 3 吉 の 誕生 日 を 迎え まし た 。 カマ イル カ 
の 出産 は 大 変 め ずら し く 、 これ まで 水族 館 生ま れ の 個体 
で 6 ヶ月 以上 生存 し た 個体 は いま せん で し た 。「 キ ララ 」 
は 生後 5 ヶ月 頃 に ヤセ が め だ ち 始め 、 何ら か の 栄養 不足 が 
考え られ た た め 、 当初 の 予定 より 早く 餌付け を 開始 し まし 
た 。 全く エサ に 関心 を 示さ な か っ た の で 、 強制 的 に エサ を 
飲み こま せる 方 法 (強制 給餌 ) を と り 、 自ら 魚 を 食べ る よ 
うに な る まで は 、 ずい ぶん 係員 を 悩ま せま し た 。 その 後 は 
体調 も 回 復 し 、 今 で は 母親 「 ス ピカ 」 と 見 分 けが つか な い 
ほど 大 きく な り 、 係員 に 鳴い て 甘え た り 、 ガ ラス 面 で お 客 
様 と 遊ん だ り と お て ん ば ぶり を 発揮 し て いま す 。 (細野 稀 ) 


アマ モ 場 の 新 展 示 

アマ モ は 波 の 静か な 海域 に 生い茂る 海草 で 、 内 湾 や 入 
り 江 な ど に 広がる 群落 は 「 ア マモ 場 」 と 呼ば れ 、 南 房総 の 
海岸 に ちい くつ か 点 在 し て いま す 。 アマ モ 場 は 小さ な 生き 
物 が 生活 する だ け で な く 、 産卵 や 幼体 の 生育 の 場 と し て 
多く の 生き 物 に 利用 され て いま す 。 当館 で は 、 数 年 前 より 
アマ モ の 育成 に 取り 組み 、 光 や 温度 、 塩分 濃度 な ど を 調 
整 し 生育 環境 を 整え 、 緑色 が 鮮やか な アマ モ を 育て る こ 
と が で きる よう に な り ま し た 。 そこ で 、 6 月 21 日 に 房総 の 
水 と 生き 物 の 様々 な シー ン を 展開 する 「 エ コ ・ ア クア ロー 
ム 」 で 、 アマ モ 場 の 新しい 展示 を オー プン し まし た 。 アマ 
モ 場 の 中 で くり 広げ られ る 生き 物 の 生活 を じっくり と ご 覧 
くだ さい 。 (吉村 智 範 ) 


間 
箱 二 で StUuQdy 


な ・ ぜ : な ・ ぜ ・ 相 ・ 談 ・ 琶 


LULLEHIIHIIHIIHIIIIEIIIIIIIIIUIIIIIIEIIEIHIILHIHHLIEIHILLIELILIHILHIII」 


アシ カ は 
4 本 の あし で 歩く 
前 あし の 力 が 強い 


証 た ぶ が な く 
穴 が あい て いる 


アザ ラ シ は 
イモ ムシ の よう に 


LIUIHIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIUIIIIIIIILILIIIIILIHIIIHIHIIIIIIUITIIIIIIIIIIIHIIIIIIIINIIIIIIIIIIM 


アザ ラ シ は 後ろ あし を 
ひろ げ て 水 を と ら え る 


LILIIINIIINIIIIIIHIEEIIIIIIIDM 
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